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公益財団法人　こしじ水と緑の会

ブ
ナ
林
の
育
成
と
ス
ノ
ー
ビ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェク
ト

�

理
事　

紙
谷 

智
彦

　

豪
雪
地
に
は
か
つ
て
薪
炭
林
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
広
葉
樹
林
が
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。
集
落
周
辺
や
奥
山
の
緩
傾
斜
地

に
は
拡
大
造
林
期
の
ス
ギ
人
工
林
も
見
ら

れ
ま
す
が
、
道
路
か
ら
離
れ
る
と
人
工
林

は
少
な
く
な
り
、
次
第
に
ブ
ナ
が
優
占
す

る
二
次
林
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

　

か
つ
て
集
落
か
ら
遠
く
離
れ
た
奥
山
で

玉
切
ら
れ
た
丸
太
は
雪
上
を
ソ
リ
で
、
ま

た
、
河
川
を
流
送
し
、
薪
材
な
ど
と
し
て

販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
径
木
は
山
中

に
小
屋
掛
け
し
た
窯
で
製
炭
し
、
軽
く
な

っ
た
炭
は
俵
で
担
ぎ
下
ろ
す
こ
と
が
出
来

た
の
で
、
集
落
の
貴
重
な
現
金
収
入
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
豪
雪
山
間
地
集
落
の
薪

炭
ブ
ナ
林
は
生
業
の
森
と
し
て
持
続
的
に

活
用
さ
れ
、
集
落
経
済
の
重
要
な
資
源
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
半
世
紀
前
に

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
化
石
燃
料
に
切
り

替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
集

落
の
ブ
ナ
林
は
、
そ
の
後
利
用
さ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
う
一

つ
の
理
由
と
し
て
、
ブ
ナ
保
護
運
動
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
日
本
自
然
保
護
協
会
を

中
心
と
し
て
国
内
各
地
の
市
民
団
体
に
よ

る
原
生
林
の
伐
採
反
対
運
動
が
起
き
、
そ

の
結
果
と
し
て
国
内
の
貴
重
な
ブ
ナ
原
生

林
が
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
保
護
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

地
域
で
は
、
生
業
の
ブ
ナ
林
で
暮
ら
し
を

支
え
て
き
た
集
落
の
人
々
で
さ
え
、
ブ
ナ

は
切
っ
て
は
い
け
な
い
木
と
い
う
意
識
が

定
着
し
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
薪
炭
利
用
が
激
減
し
て
い
た
時

期
と
も
重
な
り
、
生
業
の
ブ
ナ
林
へ
の
関

心
は
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

日
本
列
島
の
ブ
ナ
林
分
布
が
最
深
積
雪

の
分
布
に
極
め
て
類
似
す
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
ブ
ナ
は
豪
雪
に
適
応

し
た
樹
種
で
す
。
堅
い
材
を
も
つ
ブ
ナ
は

幹
曲
が
り
が
少
な
く
、
間
伐
に
よ
っ
て
植

栽
ス
ギ
以
上
に
良
好
な
肥
大
成
長
を
示
す
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場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
豪
雪
地
の
林
業

樹
種
と
し
て
の
特
性
に
優
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
生
業
の
森
で
あ
っ
た
ブ
ナ
林
を

持
続
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
、
環
境
倫
理

的
な
罪
悪
感
を
持
つ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
と
は
言
え
、
こ
の
よ
う
な
二
次
林

は
、
日
本
で
は
管
理
経
験
の
乏
し
い
新
た

な
タ
イ
プ
の
林
で
す
。
衰
退
す
る
山
間
地

集
落
で
、
か
つ
て
の
薪
炭
ブ
ナ
林
を
経
済

的
な
支
え
に
す
る
た
め
に
は
課
題
が
山
積

で
す
。

　

国
内
で
家
具
や
住
宅
内
装
な
ど
に
広
く

使
わ
れ
て
い
る
ブ
ナ
材
の
多
く
は
、
欧
州

か
ら
輸
入
さ
れ
る
「
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
」

と
呼
ば
れ
る
ブ
ナ
の
製
材
品
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
欧
州
で
は
、
か
つ
て
の
薪
炭
ブ

ナ
林
や
造
林
さ
れ
た
ブ
ナ
を
育
成
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
成
長
し
て
き
た
国
内
の

ブ
ナ
は
欧
州
ブ
ナ
に
変
わ
る
可
能
性
を
有

し
て
い
る
も
の
の
、
家
具
な
ど
に
は
ほ
と

ん
ど
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
最
優
先
の
課
題
と
な
る
の
は
、

薪
炭
林
で
成
長
し
て
き
た
ブ
ナ
材
の
活
用

が
可
能
か
を
試
す
こ
と
で
し
た
。
衰
退
す

る
集
落
に
は
時
間
的
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ブ
ナ
材
活
用
の
道
が
開
け
な
い
限
り
、

左：間伐時の条件が良いとブナ稚樹が更新。右：ギャップ伐採跡地には多様な植物が生育（いずれも大白川集落のブナ林）

集
落
に
ブ
ナ
林
業
を
奨
め
る
こ
と
な
ど
絵

空
事
に
等
し
い
か
ら
で
す
。
ブ
ナ
材
の
活

用
の
た
め
に
は
、
最
初
に
国
産
ブ
ナ
材
を

使
っ
た
製
品
化
に
目
を
向
け
て
く
れ
る
業

者
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
２
０
１
４

年
に
新
潟
の
家
具
製
造
店
、
工
務
店
、
木

工
作
家
な
ど
小
規
模
の
製
造
業
者
を
訪
ね
、

衰
退
す
る
豪
雪
地
集
落
を
国
産
ブ
ナ
材
の

活
用
で
支
え
て
く
れ
る
よ
う
、
学
生
と
と

も
に
、
協
力
を
要
請
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
ス
ノ
ー
ビ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

始
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
ビ
ー
チ
材
育
成
の
原
則
は
、
２

～
３
回
の
間
伐
で
成
長
が
促
さ
れ
た
林
床

の
前
生
稚
樹
を
小
面
積
の
ギ
ャ
ッ
プ
伐
採

に
よ
っ
て
天
然
更
新
さ
せ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
間
伐
と
ギ
ャ
ッ
プ
伐
採
が
繰
り

返
さ
れ
た
そ
の
先
に
は
、
生
物
多
様
性
を

育
む
原
生
林
の
よ
う
な
構
造
を
備
え
た
林

が
成
立
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
次
世
代
の

ブ
ナ
が
収
穫
で
き
る
持
続
的
な
林
業
の
姿

が
あ
り
ま
す
。

（
ス
ノ
ー
ビ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
世
話
人
）
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「春のはかない命　ギフチョウ」ブナ林を育むキノコ

　ブナはさまざまな種類のキノコと共生しています。そのため、ブナ林はキノコの種類が豊富
です。
　キノコは生活の仕方で、ブナなどの樹木の根に外生菌根（がいせいきんこん）という組織を
作り、樹木から栄養をもらって生活する「菌根菌（きんこんきん）」と、枯れ木などを分解し
て栄養を得る「木材腐朽菌」に大きく分けられます。菌根菌は、光合成で作られたブドウ糖な
どの栄養を樹木からもらいますが、菌根ができた樹木は、土壌中の養分や水分の吸収が良くな
ります。
　「菌根菌」は木と助け合いながら生きる「木のお友だち」です。対して、「木材腐朽菌」は、
森の枯れ木や落ち葉を土に還す「森のお掃除屋さん」といえるでしょう。
　今年の夏、山のブナ林で見つけた「木のお友だち」をご紹介します。� （事務局）

かわいらしいけど毒キノコ、ヒメベニテングタケ（幼
菌）

裏がスポンジ状のアカヤマドリ（食）

ヒメベニテングタケ（成長した姿）

カラフルで食感が良いタマゴタケ

チチタケ（栃木ではチチタケを具に使った「ちたけう
どん」が有名です）

手のひら位の大きさだったイグチの仲間
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助成先紹介
生
物
多
様
性
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

新
潟
の
活
動
紹
介

事
務
局
　
井
上
信
夫

　

本
会
は
、
２
０
０
４
年
10
月
に
、「
地

域
に
在
来
・
固
有
の
野
生
生
物
、
希
少
種

の
保
護
、
侵
略
的
外
来
種
な
ど
の
抑
制
に

向
け
た
活
動
を
行
う
」
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
。
他
の
環
境
団
体
な
ど
と
の
連

携
に
よ
っ
て
、
自
然
観
察
会
や
外
来
種
駆

除
活
動
、
環
境
学
習
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
開
催
し
、
各
地
の
小
中
学
校
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
総
合
学
習
へ
の
支
援
も
行

っ
て
い
る
。
な
お
、
２
０
２
０
年
か
ら
蔓

延
し
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し

て
は
、
感
染
リ
ス
ク
対
策
を
講
じ
な
が
ら

活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
主
な
活
動
の
概

要
を
紹
介
し
た
い
。

●
川
の
生
き
も
の
調
査
、
自
然
体
験
活
動

　

次
世
代
を
担
う
少
年
を
対
象
に
「
夏
休

み
親
子
魚
探
検
隊
」
な
ど
の
野
外
観
察
会

を
開
催
し
て
き
た
。
魚
探
検
隊
は
年
２
回
、

近
年
は
７
月
末
に
新
発
田
市
月
岡
、
本
田

地
区
の
荒
川
川
（
ね
っ
と
わ
ー
く
福
島
潟

と
の
共
催
）
で
、
８
月
上
旬
に
五
泉
市
善

願
橋
付
近
の
早
出
川
（
五
泉
ト
ゲ
ソ
の
会

と
の
共
催
）
で
開
催
し
て
い
る
。
タ
モ
網

や
カ
ジ
カ
網
な
ど
を
使
っ
た
生
き
も
の
採

集
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

し
た
「
川
流
れ
」
や
ボ
ー
ト
に
よ
る
川
遊

び
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
が
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
あ
る
が
、
高
校
卒
業
後
も
参
加
さ

れ
る
常
連
さ
ん
も
あ
る
。

新発田市月岡での親子魚探検隊風景

●
外
来
種
生
息
状
況
調
査
、
駆
除
活
動

　

こ
れ
ま
で
に
新
発
田
市
内
や
南
魚
沼
市
、

十
日
町
市
、
上
越
市
な
ど
県
内
各
地
で
特

定
外
来
生
物
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
類
や
ブ
ル

ー
ギ
ル
な
ど
の
駆
除
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

佐
渡
市
で
は
島
内
五
十
数
ヶ
所
で
オ
オ
ク

チ
バ
ス
の
定
着
を
確
認
し
、
管
理
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
干
し
上
げ
駆
除
活
動
を
進

め
て
き
た
。
２
０
１
１
年
～
２
０
１
９
年

の
間
に
24
ヶ
所
の
た
め
池
で
、
膨
大
な
数

の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
駆
除

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
佐
渡
島
固
有
種

の
サ
ド
ガ
エ
ル
が
復
活
し
た
池
が
あ
る
一

方
、
再
び
放
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
池
も
あ

る
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
「
佐
渡
在
来
生

物
を
守
る
会
」
が
誕
生
し
て
活
動
を
担
い
、

ド
ン
デ
ン
山
の
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
の
抜
き
取

り
作
業
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、
活
動
の
継

続
が
課
題
で
あ
る
。

　

阿
賀
野
川
水
系
を
中
心
に
、
福
島
県
側

か
ら
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
北
米
原
産
の

特
定
外
来
生
物
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
や
北

海
道
原
産
の
フ
ク
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
生
息

状
況
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

佐渡市住吉大池の外来魚駆除活動

●
希
少
種
保
護
活
動

　

多
く
の
在
来
生
物
が
生
息
環
境
の
悪
化

や
外
来
種
の
参
入
、
乱
獲
な
ど
に
よ
っ
て

希
少
化
し
て
き
て
い
る
が
、
中
山
間
地
で

は
十
分
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

な
い
ま
ま
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
や
ヤ
リ
タ

ナ
ゴ
な
ど
の
希
少
種
が
住
む
柏
崎
市
西
山

地
区
の
小
河
川
で
も
河
川
改
修
計
画
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
地
元
や
河
川
管
理
者
と

協
議
を
進
め
て
河
床
や
法
面
の
デ
ザ
イ
ン

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

を
機
に
「
別
山
の
自
然
を
豊
か
に
す
る

会
」
が
発
足
し
、
地
元
の
小
学
校
の
総
合

学
習
支
援
や
、
近
年
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
野
生
個
体
群
の
保

護
活
動
も
始
め
て
い
る
。

　

以
上
、
活
動
の
概
要
を
紹
介
し
た
が
、

構
成
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ

て
パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。
有
望
な
学
生
が
育
ち
な
が
ら
新
潟

に
残
ら
な
い
の
が
悩
み
で
あ
る
が
、
次
世

代
へ
の
種
を
撒
き
続
け
る
の
が
使
命
と
考

え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
活
動
は
、
貴
こ
し
じ
水
と

緑
の
会
を
は
じ
め
、
山
口
育
英
奨
学
会
、

新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
やSAVE�

JAPAN�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
球
環
境
基

金
な
ど
、
多
く
の
団
体
か
ら
の
助
成
を
い

た
だ
い
て
進
め
て
き
た
。
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

柏崎市二田小学校の川の生きもの調査
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当財団ならではのプログラム ｢酒林づくり体験｣ 参加者募集！
　酒蔵では、新酒が出来ると軒先に新しいスギ葉で作った ｢酒林（さかばやし）｣ をつるします。
また、酒樽をはじめとした容器や酒造りの道具にスギ材を用い、里山の恵を活かして生業を立て
てきました。このプログラムでは、｢酒林｣ をつくる体験を通して、酒文化と人と里山の関わりを
考えます。

開催日時　10月22日（土）9：00～15：00
■集合場所　　朝日酒造（株）製品倉庫付近（8：45受付開始）
■開催場所　　朝日酒造（株）製品倉庫前
■参 加 費　　お一人500円（プログラム参加費、保険料を含む）
　　　　　　　当日、受付で承ります。
　　　　　　　（こしじ水と緑の会会員は300円）
■募　　集　　大人10名（先着順）
　　　　　　　※定員になり次第締切らせていただきます。あらかじめご了承ください。
■お 申 込　　10月12日（水）までにメール、ＦＡＸまたは電話で事務局へお申込みください。
　　　　　　　後日詳しいご案内をお送りいたします。
■持ち物など　長袖・長ズボン・軍手・防寒着・雨具・昼食・飲み物など
■活動プログラム（予定）
　　９：00　集合・あいさつ　　　　　13：00　酒林づくり
　　９：30　酒林づくり開始　　　　　14：30　まとめ
　　12：00　昼食　　　　　　　　　　15：00　解散

■連絡先
　　メール　：info@koshiji-nf.org
　　TEL・FAX：0258-92-5238
■お願い
・�参加にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策のために手指の消毒、マスクの着用にご協
力ください。
・�当日37.5℃以上の発熱や体調不良がある場合、感染者との濃厚接触の可能性がある場合、また
家族の中にこれらにあてはまる方がいらっしゃる場合は参加をご遠慮ください。
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　会 員 動 向　（2022年８月31日現在）
会員449名（個人388、法人61）
引き続き、ご支援のほど宜しくお願い致します。

編集後記
　自然保護助成基金の助成先の募集が11月から
始まります。今年は、１件あたり最大50万円に
助成金額を増額します。今まで以上に活動の幅
が広がると思いますので、多くの皆さまの応募
をお待ちしております。お知り合いでご興味の
ある方がいらっしゃれば、ぜひお知らせくださ
い。� （拓）

第22回こしじ水と緑の会・朝日酒造　自然保護助成基金　助成先募集
　新潟県内の自然環境保全の実践活動や普及啓発活動に対し資金助成をいたします。
　こしじ水と緑の会は、朝日酒造（株）の支援を受けて、民間団体・個人が行う新潟県内の自然
環境の保全に関わる活動に対して資金助成を行います。多くの皆様のご応募をお待ちしておりま
す。

○募集期間
　2022年11月1日（火）から2023年1月20日（金）　（当日消印有効）
○助成金額：原則として1件あたり最高50万円、10件に対して助成

○活動内容：新潟県内の自然保護活動で、2023年４月以降に開始され2024年９月までに完了する
次のような活動が助成の対象となります。活動の対象となる地理的範囲は、原則として新潟県内
ですが、県境に位置する山塊での動植物の保全活動や、信濃川・阿賀野川など他県からの流入河
川を調査する場合は、この限りではありません。

⑴自然環境保全に関する実践活動
⑵自然環境保全に関する普及啓発活動
⑶自然環境保全に関する環境教育活動
⑷自然環境保全に関する成果の公表・出版
⑸自然環境保全に関する調査研究

　地域住民が主体となって、実際に現場で行うような活動を審査では重視します。

※�過去の助成対象活動は、当財団のホームページ（https://www.koshiji-nf.org）内の「助成事
業」でご覧になれます。

○お申込み
　募集要項および申請書を当財団ホームページ「助成事業」にてダウンロードし、必要事項をご
記入のうえ募集期間内に事務局に郵送してください。


